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②�

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
研
究
や
情
報
提
供

　

③�

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
操
作
体
験
や
研
修
会
の
開

催
（
参
加
者
側
・
主
催
者
側
、
Ｐ
Ｃ
編
・

ス
マ
ホ
編
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
編
）

　

④�

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
た
講
演
会
や
講

座
、
会
議
、
対
話
、
情
報
交
換
等
に

対
す
る
助
言
・
提
案
・
開
催
支
援
（
現

場
・
リ
モ
ー
ト
含
む
）

　

を
通
常
業
務
に
支
障
の
な
い
範
囲
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
メ
ン
バ
ー
も
募
集
中
で
、
各
所

属
長
で
は
な
く
一
担
当
者
か
ら
の
相
談
や

依
頼
を
受
け
、
現
場
へ
も
出
張
し
な
が
ら
、

チ
ー
ム
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
27
日
㈪
の
ク
ロ
ス
パ
ル
休
館
日
に

は
、
Ｐ
Ｃ
研
修
室
を
使
っ
て
社
会
教
育
職
員

向
け
の
体
験
会
（
参
加
者
側
・
Ｐ
Ｃ
編
）
を

開
催
し
、
約
20
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
頃
か
ら
、
た
だ

黙
っ
て
指
を
く
わ
え
て
状
況
を
見
守
っ
て

い
る
こ
と
に
嫌
気
が
さ
し
、
何
か
で
き
な

い
か
と
動
き
始
め
た
職
員
有
志
で
、
７
月

１
日
か
ら

　

♪
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
支
援
チ
ー
ム

　
　
　
　

ハ
ジ
メ
マ
シ
タ
〜
！

�

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
支
援
チ
ー
ム
）

７月22日㈬　令和２年度新潟県社会教育団体懇話会総会　ジョイアス新潟　事務局２名参加　【ひとくち情報】

事
例
や
悩
み
等
を
お
互
い
に
共
有
し
つ
つ
、

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
、
地
域
と
社
会
に
真

剣
に
向
き
合
う
社
会
教
育
の
実
践
を
で
き

る
こ
と
か
ら
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

2  「
７
月
か
ら
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

 

支
援
チ
ー
ム
始
め
ま
し
た
。」

　
　

中
央
公
民
館

�

竹
内
・
布
施
・
吉
沢

　
　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�

杉
山
・
阿
部
・
片
桐

　
「
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
推
進
支
援
チ
ー
ム（
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
支
援
チ
ー
ム
）」
は
、
中
央
公
民
館

と
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
職
員
有
志
が
合
同

で
自
発
的
に
立
上
げ
た
、
担
当
教
育
次
長
も

公
認
の
お
せ
っ
か
い
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

と
い
っ
て
も
、
市
で
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
活
用

を
推
進
し
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
く
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
と
は
ど
う
い

う
も
の
か
、
ど
う
で
き
る
か
な
ど
、
気
に

な
る
こ
と
や
不
安
な
こ
と
の
相
談
か
ら
派

生
し
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

公
民
館
や
図
書
館
等
の
社
会
教
育
施
設

を
対
象
に
、

　

①�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
接

続
確
認
と
支
援
（
機
材
を
持
参
）

施
設
等
に
伝
わ
る
「
Ｔ
ｏ
ｄ
ａ
ｙ
（
今
日
）」

の
詩
を
画
面
の
共
有
で
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
の

よ
う
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
涙
が
に
じ
ん
だ

り
し
ま
し
た
が
、
２
回
の
開
催
を
経
て
も

「
や
っ
ぱ
り
、
会
い
た
い
よ
ね
。」
と
参
加

者
も
ス
タ
ッ
フ
も
多
く
が
そ
う
言
っ
て
い

ま
し
た
。

　

幸
い
に
も
、
講
座
の
開
催
に
対
す
る
私

た
ち
担
当
者
の
心
配
や
不
安
が
、
計
り
知

れ
な
い
感
染
の
拡
大
や
そ
の
対
策
・
対
応

で
は
な
く
、
不
慣
れ
な
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
操
作

方
法
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
同
窓
会

を
踏
ま
え
た
い
つ
も
の
参
加
者
目
線
で
の

進
行
・
支
援
だ
っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
あ

り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
上
の
参
加
者
と
会
場
に
集

ま
っ
た
リ
ア
ル
な
参
加
者
と
で
場
を
つ
く

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
会
議
な
ど
、
次
回
生
か

し
た
い
こ
と
や
反
省
点
、
や
っ
て
み
た
い

こ
と
も
多
く
で
き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

の
限
界
や
弱
点
も
あ
り
ま
す
が
、
モ
バ
イ

ル
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
ル
ー
タ
ー
を
お
供
に
地
域
や

学
校
へ
出
か
け
る
出
前
講
座
等
も
含
め
て
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
ひ
と
つ
の
有
効
な
手
段
と
し

て
活
用
し
つ
つ
、
そ
の
関
係
ス
キ
ル
も
高

め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
県
内
の
各
公
民
館
と
取
組
み

1  「
プ
レ
マ
マ
学
校
オ
ン
ラ
イ
ン

同
窓
会 
〜
コ
ロ
ナ
と
オ
ン
ラ

イ
ン
の
先
に
あ
る
も
の
〜
」

　
　

新
潟
市
中
央
公
民
館�

事
業
係

�

竹
内
範
子
・
布
施
菜
美
子

　

受
講
者
だ
っ
た
マ
マ
側
か
ら
の
提
案
も

あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ソ
フ
ト
の
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
を
活
用
し
て
、
プ
レ
マ
マ
学
校
の
同
窓
会

を
２
回
開
催
し
ま
し
た
。（
６
月
22
日
と
７

月
12
日
）

　

１
回
目
は
、
講
座
に
関
わ
っ
た
企
画
委
員

も
一
緒
に
参
加
し
て
、
み
ん
な
で
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

の
練
習
を
し
な
が
ら
、
各
参
加
者
の
産
後
の

情
報
共
有
等
を
全
体
で
行
い
ま
し
た
。

　

２
回
目
は
、
助
産
師
を
講
師
と
し
て
、

企
画
委
員
と
と
も
に
情
報
交
換
を
し
た
り
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
分
科
会
機
能
を
活
用
し
て
、

パ
パ
グ
ル
ー
プ
も
つ
く
っ
て
小
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
対
話
す
る
な
ど
、
慣
れ
な
い

主
催
者
権
限
と
格
闘
し
て
何
と
か
同
窓
会

を
乗
り
切
り
ま
し
た
。（
汗
）

　

各
回
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
担
当
の

私
た
ち
か
ら
「
会
え
な
い
時
間
が
愛
育
て

る
の
さ
」
の
フ
レ
ー
ズ
を
投
げ
か
け
て
爆

笑
や
失
笑
、
若
い
マ
マ
の
？
で
終
わ
っ
た

り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
子
育
て
支
援

今
こ
こ
で
頑
張
ら
ず
に
い
つ
頑
張
る
？

今
こ
こ
で
頑
張
ら
ず
に
い
つ
頑
張
る
？  

社
会
教
育

社
会
教
育  

〜
新
潟
市
の
小
さ
な
取
組
み
〜

〜
新
潟
市
の
小
さ
な
取
組
み
〜
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第42回全国公民館研究大会・第60回関東甲信越静
公民館研究大会千葉大会の開催について
本大会は、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う対応が必
要となったことから、通常開催が困難なため、映像と大会
報告書による開催方法に取り組むこととなりました。
❶期日：令和２年11月19日㈭　❷会場：船橋市公民館
❸全体会：・テーマ／「つなぐ〜公民館の限りない可能性〜」
　・�基調講演／講師：長澤成次�氏（放送大学千葉学習センター

所長�千葉大名誉教授）　・リレートーク／〔進行〕長澤
成次�氏　〔発表者〕千葉県公民館関係者・実践報告者

❹�分科会：大会報告書に掲載（14分科会）　※大会報告書は、
千葉大会ホームページから大会報告書申込書をダウンロー
ドして申し込みを行ってください。（送料込み1,000円）

第62回全国社会教育研究大会新潟大会
・�大会スローガン：未来につなぐ「米百俵」〜フェニックス
の地ではじまるこれからの社会教育〜
❶日時：11月12日㈭PM全体会／11月13日㈮AM分科会
❷会場：アオーレ長岡
❸内容：・記念講演�・シンポジウム�・分科会
❹参加費：5,000円〈申込み締切日：令和２年９月30日㈬〉
・�問い合せ：新潟県教育庁生涯学習推進課
　　　　　　長谷川�淳�社会教育主事
　　　　　　TEL�025−280−5616

「
人
生
１
０
０
年
の

 

時
代
を
生
き
る
」

　
　

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

所
長　

櫻
井
　
和
宏

　

人
生

１
０
０

年
の
時

代
が
到

来
し
ま

す
。
そ

レ
ッ
ジ
「
成
果
活
用
促
進
」
を
進
め

て
い
ま
す
。
成
果
を
活
か
す
活
動
を

一
時
間
し
た
ら
、「
活
用
手
帳
」
に

ス
タ
ン
プ
を
一
個
押
し
、
あ
る
程
度

た
ま
っ
た
ら
、
県
知
事
名
で
交
付
さ

れ
る
奨
励
証
を
申
請
で
き
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

　

こ
ん
な
人
生
１
０
０
年
の
時
代

を
い
き
い
き
と
生
き
る
皆
さ
ん
の

後
ろ
姿
を
次
世
代
が
目
に
し
、
活

動
が
つ
な
が
り
循
環
し
て
い
く
社

会
を
、
県
民
み
ん
な
で
目
指
し
て

い
き
ま
せ
ん
か
？

で
直
接
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
社
会
経

験
や
生
活
経
験
で
身
に
つ
け
た
知
識

や
技
術
を
活
か
す
。
例
え
ば
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
や
読
み
聞
か
せ
、
登
下
校

の
見
守
り
や
休
み
時
間
の
昔
遊
び

等
々
。

　

こ
れ
ら
の
学
ん
で
き
た
成
果
を
活

か
す
活
動
は
、
す
べ
て
地
域
づ
く
り

に
寄
与
し
、
一
人
一
人
の
活
躍
の
場

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
ん
な
県
民

皆
さ
ん
が
活
動
す
る
励
み
の
一
助
に

な
れ
ば
と
考
え
、
い
き
い
き
県
民
カ

ん
な
時
代
を
生
き
る
県
民
皆
さ
ん
の

道
標
の
一
つ
と
し
て
、
自
ら
が
学
ん

で
き
た
成
果
を
活
用
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

　

ま
ず
は
「
発
表
」。
落
語
や
ダ
ン

ス
を
学
び
発
表
会
で
披
露
し
た
り
、

書
道
や
陶
芸
を
学
び
作
品
展
で
展
示

し
た
り
す
る
。

　

次
に
「
実
践
」。
研
修
で
学
ん
だ

こ
と
で
自
主
講
座
を
企
画
し
た
り
、

講
座
の
講
師
を
務
め
た
り
、
観
光
ガ

イ
ド
で
周
囲
に
伝
え
た
り
す
る
。

　

ま
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」。
研
修

す
！
多
く
の
子
ど
も
達
（
大
人
も
）

に
自
然
の
お
も
し
ろ
さ
を
満
喫
し
て

も
ら
い
た
い
な
と
感
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

昨
年
公
民
館
の
講
座
で
好
評
だ
っ

た
の
が
、『
朝
ヨ
ガ
』（
３
回
）
で
す
。

５
月
の
日
曜
の
早
朝
に
、
３
人
の

講
師
が
日
替
わ
り
で
行
い
、
好
評

で
し
た
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
講
座
を
予
定
通
り
進

め
る
こ
と
が
厳
し
い
で
す
が
、
五

頭
の
自
然
の
中
で
の
ヨ
ガ
を
計
画

中
で
す
。
澄
ん
だ
空
気
を
吸
い
な

が
ら
の
ヨ
ガ
は
、
自
然
豊
か
な
阿

賀
野
市
な
ら
で
は
の
講
座
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

た
り
、
下
っ
た
り
…
…
。
２
年
前
に

5?
才
で
初
め
て
体
験
し
た
私
は
、
脚

力
の
衰
え
に
よ
り
平
ら
な
と
こ
ろ
で

も
転
び
、
後
方
の
人
に
「
ど
う
し
た

の
？
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
、
年

配
者
に
は
ち
ょ
っ
と
ハ
ー
ド
で
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
先
に
は
自
然

の
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
ラ

イ
ダ
ー
や

岩
か
ら
思

い
っ
き
り

飛
び
込
め

る
パ
ラ

ダ
イ
ス
が

待
っ
て
い

る
の
で

　
「
阿
賀
野
市
で
す
！
」
と
言
う
と
、

「
あ
の
瓢
湖
の
あ
る
と
こ
ろ
ね
。」
と

い
う
返
事
が
返
っ
て
く
る
ほ
ど
瓢
湖

は
有
名
で
す
が
、
瓢
湖
と
も
う
一
つ

の
私
の
お
す
す
め
は
、
五
頭
の
自
然

で
す
。

　

五
頭
連
峰
少
年
自
然
の
家
の
沢
登

り
を
体
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
一
度
体
験
し
て
ほ
し
い
程
、
最

高
に
た
の
し
い
の
で
す
。

　

ゴ
ー
ル
ま
で
は
40
〜
50
分
と
い
う

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
最
初
は
浅
い

の
で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
行
く

と
、
足
が
つ
か
な
い
箇
所
も
あ
り
、

岩
に
く
く
り
つ
け
た
縄
に
捕
ま
り
な

が
ら
進
む
ド
キ
ド
キ
感
は
ス
リ
ル
満

点
で
す
！
そ
し
て
大
き
な
岩
を
登
っ

「阿賀野市の自慢は
瓢湖と五頭の自然」

阿賀野市生涯学習課水原公民館
　行政専門員　佐藤　佳子
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新
潟
県
公
民
館
連
合
会
事
務
局

新
潟
県
内
公
民
館
の
現
状

に
つ
い
て

特集
No.808（第3種郵便物認可）� 令和2年8月25日

◦ 

平
成
30
年
10
月
に
文
科
省
で
生
涯
学
習

政
策
局
か
ら
総
合
教
育
政
策
局
に
組
織

再
編
が
行
わ
れ
た
。

◦ 

平
成
30
年
12
月
に
中
教
審
の
答
申
が
出
さ

れ
、
社
会
教
育
施
設
が
教
育
委
員
会
の
所

管
か
ら
社
会
教
育
の
適
切
な
実
施
の
確
保

が
で
き
る
な
ら
ば
首
長
部
局
が
特
例
と
し

て
所
管
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

◦ 

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
社
会
教
育
主

事
講
習
等
規
定
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
。

多
様
な
学
習
支
援
「
生
涯
学
習
支
援
論
」

地
域
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
知
識
技
能

「
社
会
教
育
経
営
論
」
が
新
設
さ
れ
、
す

べ
て
の
科
目
を
習
得
し
た
者
に
「
社
会

教
育
士
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
こ
の
数
年
で
も
大
き
な
変

化
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

３  

新
潟
県
内
の
公
民
館
の
現
状

◎
県
内
公
民
館
の
設
置
状
況

年
度

中
央
館
地
区
館

分
館

計

平
成
20

28
館

144
館

574
館

746
館

平
成
25

30
館

112
館

569
館

711
館

平
成
30

30
館

126
館

508
館

664
館

令
和
元

30
館

125
館

471
館

626
館

令
和
2

29
館

125
館

475
館

629
館

の
実
践
の
核
と
な
る
機
関
と
し
て
、
公
民

館
が
改
め
て
注
目
さ
れ
て
い
る
と
い
う
話

が
あ
り
ま
し
た
。

◦ 

平
成
30
年
９
月
に
第
34
期
新
潟
県
社
会

教
育
委
員
の
会
議
か
ら
「
公
民
館
に
お

け
る
生
涯
学
習
の
推
進
（
審
議
の
ま
と

め
）」
が
報
告
さ
れ
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
公
民
館
に
期
待
さ
れ
る
役

割
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

公
民
館
は
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の

中
核
的
機
関
で
あ
り
、
学
校
や
関
係
機

関
を
結
ぶ
拠
点
で
す
。
ま
た
、
講
師
等

へ
の
信
頼
度
が
高
く
、
比
較
的
安
い
費

用
で
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
習
機
会

の
提
供
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
公

民
館
が
担
う
事
業
の
範
囲
は
広
く
、
家

庭
教
育
や
学
校
・
地
域
連
携
な
ど
、
今

後
の
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
を
見
据
え

た
多
様
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
公
民
館
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
が
、
両
者
を
併
設
し
、
連
携

し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
る
施
設
等
、

多
様
な
運
営
形
態
が
見
ら
れ
ま
す
。
公

民
館
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
共

存
補
完
し
合
う
関
係
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
や
課
題
解
決
の
た
め
に
ど
う
機
能

さ
せ
る
か
が
今
後
大
切
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。�
（
教
育
月
報
よ
り
）

２    

近
々
の
全
国
的
な
動
向
と
新
潟
県
内

の
公
民
館
の
現
状

◦ 

平
成
30
年
２
月
全
国
公
民
館
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
て

　

講
義
の
中
で
、
政
策
的
に
は
、
地
方
創

生
が
最
重
要
課
題
と
さ
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
地
域
住
民
が
経
営
し
、
こ
の
社

会
を
次
世
代
に
受
け
渡
し
て
い
く
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
事
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
総
務
省
（
地
域
総
合
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
・
地
域
運
営
組
織
の
形
成
）、
厚
生
労

働
省
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）、
国
土
交
通
省
（
地

域
防
災
の
実
施
）、
文
部
科
学
省
（
地
域
学

校
協
働
活
動
）
と
の
連
携
に
つ
い
て
各
省

か
ら
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
実
施
に
お

い
て
注
目
さ
れ
る
の
が
社
会
教
育
で
あ
り
、

そ
の
中
心
的
な
施
設
で
あ
る
公
民
館
で
あ

る
と
強
調
し
て
い
ま
し
た
。
新
た
な
地
域

運
営
組
織
を
つ
く
り
、
住
民
自
身
が
地
域

社
会
を
担
い
、
相
互
に
助
け
合
っ
て
、
住

民
の
福
祉
を
高
め
、
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち

へ
と
こ
の
社
会
を
引
き
継
い
で
い
く
た
め

１  

は
じ
め
に

　

新
潟
県
公
民
館
連
合
会
は
創
立
70
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
公
民
館
は
、
地

域
に
お
け
る
学
習
機
会
の
提
供
、
自
発
的
な

活
動
の
支
援
、
学
習
成
果
活
用
の
場
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
近
年

は
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
統
廃
合
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
行
，
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
、
予
算
や
職
員
の
削
減
等
々

で
公
民
館
と
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変

化
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
公
民
館
に
関

連
す
る
法
の
社
会
教
育
法
も
１
９
４
９
年

法
制
定
以
降
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
一
部

改
正
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
文
科

省
の
組
織
再
編
、
自
治
体
の
公
民
館
の
在

り
方
、
社
会
教
育
士
の
新
設
等
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
全
国
公
民
館
セ
ミ
ナ
ー
、

新
潟
県
教
育
月
報
、
新
潟
県
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
現
状
等
の
資
料

を
参
考
に
、
最
近
の
全
国
的
な
動
向
と
新

潟
県
内
の
公
民
館
の
現
状
を
ま
と
め
て
み

ま
し
た
。
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公民館総合補償制度 公益社団法人  全国公民館連合会

この制度は公益社団法人全国公民館連合会の団体制度です。市町村の公民館および自治公民館、また公民館に準ずるものとして
全公連が加入を認めたその他の施設等は名称を問わずご加入いただけます。

３つの補償で公民館活動をサポートします。３つの補償で公民館活動をサポートします。 補償範囲や対象者が広い制度です。

年1回の手続きで安心です。

掛金には割引制度もあります。

1. 行事傷害補償
全公連見舞金制度

＋災害補償保険（公民館災害
補償特約、熱中症危険補償特約）

2. 賠償責任補償
賠償責任保険（施設所有
管理者特約、昇降機特約）

3. 職員災害補償
全公連見舞金制度

＋普通傷害保険（就業中のみの
危険補償特約）

■取扱代理店

■引受保険会社

＊このご案内は、本制度の概要を説明したものです。詳細については取扱代理店または引受保険会社までお問い合わせください。

（お問い合わせ・
資料請求先）

エコー総合補償サービス株式会社 〒101-0047 東京都千代田区内神田2-6-9
TEL : 0120 - 636 - 717（通話料無料） FAX : 0120 - 226 - 916（通話料無料）

営業開発部第三課
〒160-8338 東京都新宿区西新宿1-26-1　TEL 03-3349-3820（受付時間:9:00から17:00まで）

（受付時間:9:15から17:00まで）

損害保険ジャパン株式会社
（SJNK19-12507）2020年1月15日作成［2001K-○243］

No.808（第3種郵便物認可）� 令和2年8月25日

・�
全
国
の
公
民
館
数
は
、
平
成
11
年
度

１
９
，０
６
３
館
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て

い
る
。
平
成
20
年
度
の
約
１
６
，０
０
０

館
か
ら
平
成
30
年
度
に
は
１
４
，０
０
０

館
に
減
少
し
て
い
る
。
年
々
減
少
傾
向

で
あ
る
。

　

�

新
潟
県
内
で
も
年
々
減
少
傾
向
で
あ
り

館
数
が
減
少
し
て
い
る
。

◎
県
内
公
民
館
の
利
用
状
況
（
前
年
度
）

　

年度 利用団体数 利用者数

平成20 22，806 3，504，270

平成25 20，381 3，183，931

平成30 40，724 3，191，995

令和元 41，388 3，352，764

・�

県
内
公
民
館
の
頑
張
り
に
よ
り
利
用
団

体
や
利
用
者
数
は
増
え
て
い
る
。

　

※�

令
和
２
年
度
（
前
年
度
）
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
年
度
末

に
活
動
中
止
が
あ
っ
た
の
で
、
デ
ー

タ
の
掲
載
は
し
な
い
。

　

コ
ミ
セ
ン
へ
の
転
換
、
公
民
館
と
の
併
設

に
よ
り
、
開
館
時
間
が
長
く
な
っ
た
、
休

館
日
が
年
末
年
始
の
み
に
減
っ
た
等
、
む

し
ろ
利
便
性
が
高
ま
り
、
利
用
者
が
増
加

し
た
市
町
村
も
見
ら
れ
た
。

◦ 

平
成
30
年
10
月
に
文
科
省
で
生
涯
学
習

政
策
局
か
ら
総
合
教
育
政
策
局
に
組
織

再
編
が
行
わ
れ
た
。

◦ 

平
成
30
年
12
月
に
中
教
審
の
答
申
が
出
さ

れ
、
社
会
教
育
施
設
が
教
育
委
員
会
の
所

管
か
ら
社
会
教
育
の
適
切
な
実
施
の
確
保

が
で
き
る
な
ら
ば
首
長
部
局
が
特
例
と
し

て
所
管
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

◦ 

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
社
会
教
育
主

事
講
習
等
規
定
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
。

多
様
な
学
習
支
援
「
生
涯
学
習
支
援
論
」

地
域
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
知
識
技
能

「
社
会
教
育
経
営
論
」
が
新
設
さ
れ
、
す

べ
て
の
科
目
を
習
得
し
た
者
に
「
社
会

教
育
士
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
こ
の
数
年
で
も
大
き
な
変

化
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

３  

新
潟
県
内
の
公
民
館
の
現
状

◎
県
内
公
民
館
の
設
置
状
況

年
度

中
央
館
地
区
館

分
館

計

平
成
20

28
館

144
館

574
館

746
館

平
成
25

30
館

112
館

569
館

711
館

平
成
30

30
館

126
館

508
館

664
館

令
和
元

30
館

125
館

471
館

626
館

令
和
2

29
館

125
館

475
館

629
館

◎ 

県
内
公
民
館
の
指
定
管
理
制
度
導
入
状
況

年
度

中
央
館

地
区
館

分
館

平
成
20

１
館

０
館

３
館

平
成
25

１
館

１
館

５
館

平
成
30

１
館

２
館

37
館

令
和
元

２
館

２
館

37
館

令
和
２

３
館

２
館

37
館

・�

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
は
、
一
般

的
に
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
、

よ
り
効
率
的
な
施
設
運
営
が
可
能
に
な

る
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
県
内
で
も
導
入
す
る
市
町
村

が
徐
々
に
増
え
て
き
て
い
る
。

４   

新
潟
県
公
民
館
創
立
70
周
年
の

歴
史

　

昨
年
度
、
第
70
回
新
潟
県
公
民
館
大
会

が
新
発
田
市
民
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
第
71
回
大
会
を
前
に
50
年
誌
か
ら
の

20
年
間
を
ま
と
め
よ
う
と
過
去
の
公
民
館

月
報
や
諸
記
録
を
調
べ
て
ま
と
め
ま
し
た
。

【
新
潟
県
公
民
館
70
年
誌
の
内
容
】

❖
20
年
の
あ
ゆ
み

１�

新
潟
県
公
民
館
の
略
年
鑑
（
平
成
12
年
度

か
ら
令
和
元
年
度
）

２�

新
潟
県
公
民
館
大
会
の
あ
ゆ
み
（
第
１

回
公
民
館
大
会
〜
第
70
回
新
発
田
大
会
）

３�

新
潟
県
公
民
館
連
合
会
歴
代
会
長
（
初

代
か
ら
24
代
会
長
）

４�

表
彰
状
贈
呈
職
員
・
公
民
館
一
覧
表

　

・�

全
国
公
民
館
連
合
会
優
良
公
民
館
表

彰
（
昭
和
52
年
度
〜
令
和
元
年
度
）

　

・�

全
国
公
民
館
連
合
会
功
労
者
・
叙
勲

表
彰
者
・
県
表
彰
者
（
平
成
12
年
度

〜
令
和
元
年
度
）

　

・�

全
国
公
民
館
連
合
会
優
秀
職
員
表
彰

者
（
平
成
12
年
度
〜
令
和
元
年
度
）

　

・�

全
国
公
民
館
連
合
会
永
年
勤
続
表
彰

者
（
平
成
12
年
度
〜
令
和
元
年
度
）

　

・�

新
潟
県
公
民
館
連
合
会
永
年
勤
続
表

彰
者
（
平
成
12
年
度
〜
令
和
元
年
度
）

　

・�

新
潟
県
公
民
館
連
合
会
歴
代
役
員
名

簿
（
平
成
12
年
度
〜
令
和
元
年
度
）

❖ 

新
潟
県
公
民
館
月
報
（
５
６
６
号
〜

８
０
５
号
）

　

�

平
成
12
年
４
月
号
〜
令
和
２
年
３
月
号

ま
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

❖ 

新
潟
県
公
民
館
70
年
誌
に
つ
い
て
の
お

問
合
せ
は
、
新
潟
県
公
民
館
連
合
会
事

務
局
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
５ｰ

２
８
８ｰ

５
５
７
１



6

実
践
記
録
シ
リ

ー
ズ

今
年
度
の
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

今
年
度
の
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

▶
『
お
菓
子
と
新
潟
』

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
の
研
究
員
講
師

の
講
座
は
人
気
で
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

温
泉
で
す
。（
※
昨
年
開
催
時
の
写
真
）

▶『
歌
と
ト
ー
ク
の
ひ
と
と
き
』

ハ
ー
モ
ニ
ー
が
素
晴
ら
し
い
‼

ト
ー
ク
は
、
歌
の
イ
メ
ー
ジ
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
く
、
楽
し

す
ぎ
‼
（
※
昨
年
開
催
時
の

写
真
）

◀
『
つ
ば
め
目
耕
塾
寄
席
』

新
潟
大
学
落
語
研
究
会
に

よ
る
若
く
活
気
の
あ
る
落

語
会
で
す
。（
※
昨
年
開
催

時
の
写
真
）
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者
を
ハ
ラ
ハ
ラ
さ
せ
る
講
座
で
す
。

　

原
則
平
日
昼
間
に
開
催
し
て
い
る
た
め
、
主
に
高
齢
者
向

け
の
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
若
い
方
も
来
場
さ
れ
ま
す
。

リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
多
い
で
す
。

今
年
度
の
つ
ば
め
目
耕
塾
は

①
『
つ
ば
め
目
耕
塾
寄
席
』、

②
『
ラ
ー
メ
ン
が
語
る
新
潟
の
魅
力
』、

③
『
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
裁
の
知
識
』、

④
『
良
寛
さ
ん
、
あ
そ
ぼ
』、

⑤
『
歌
と
ト
ー
ク
の
ひ
と
と
き
』、

⑥
『
お
薬
の
は
な
し
』、

⑦
『
ご
ぜ
唄
っ
て
な
あ
に
？
』、

⑧
『
健
康
を
保
つ
運
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
』、

⑨
『
古
代
の
人
と
温
泉
』

　

昨
年
好
評
だ
っ
た
テ
ー
マ
を
地
区
変
更
し
て
の
再
講
義
が

３
つ
、
新
し
い
テ
ー
マ
の
講
義
が
６
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
こ
と
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、
８
月

か
ら
、
ス
タ
ー
ト
で
、
９
回
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

新
し
い
生
活
様
式
に
沿
っ
て
、
定
員
を
設
け
、
事
前
申
込
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
人
数
も
だ
い
ぶ
少
な
く
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
は
試
験
的
手
法
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
ら
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
し
た
い
な
と

思
い
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
社
会
の
出
来
事
や
関
心
の

あ
る
話
題
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
情
報
収
集
し
、
市
民
に
愛

さ
れ
る
「
つ
ば
め
目
耕
塾
」
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

�

（
燕
市
中
央
公
民
館　

酒
井
和
裕
）

つ
ば
め
目
耕
塾
と
は

　

公
民
館
が
主
催
し
て
い
る
成
人
講
座
で
す
。
目
耕
（
も
っ

こ
う
）
の
名
前
の
由
来
は
、
中
国
の
逸
話
集
『
世
説
新
語
』

の
「
目
で
紙
の
田
を
耕
す
」
が
由
来
と
な
っ
て
お
り
、
読
書

や
学
習
を
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

講
座
の
内
容
は
、
音
楽
・
歴
史
・
軽
運
動
・
落
語
・
社
会

問
題
な
ど
、
楽
し
い
話
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
話
ま
で
様
々
な

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
中
央
・
吉
田
・
分
水
公
民
館
に
て
年
10

〜
12
回
開
催
し
て
い

ま
す
。

受
講
に
つ
い
て

　

参
加
費
無
料
、
事

前
申
込
不
要
で
直
接

会
場
へ
お
越
し
に
い

た
だ
け
れ
ば
、
誰
で

も
受
講
で
き
る
の
が

特
徴
で
す
。
開
講
５

分
前
に
予
想
以
上
の

来
場
者
に
慌
て
て
席

や
資
料
を
追
加
し
た

り
、
天
候
が
悪
く
予

想
よ
り
少
な
か
っ
た

り
、
と
に
か
く
担
当

「
つ
ば
め
目
耕
塾
」 

燕
市
中
央
公
民
館
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新潟市江南区横越地区公民館
 主査　高山佐和子 さん

　横越地区公民館で事業を担当し
て大活躍の高山佐和子さんを紹介
します。

　高山さんは、横越地区公民館に事業担当として平
成29年４月よりお勤めいただいています。
　社会教育以外の経験も豊富で、人脈を活用して公
民館事業の講師レパートリーを開拓し、また、引き
出しの多さから企画段階でいろいろなテーマが取り
出され、講師と日程調整が合えば即座に講座開催と
なり、その熱意と行動力には目を見張るものがあり、
公民館にはなくてはならない存在です。
　また、地域の皆さんに愛され、来館した方から「高
山さんはいるー」と一番初めにお声がかかり、地域
団体の皆さんからも「高山さん」コールが日々寄せ
られる公民館のエースとして活躍しています。
　これからも地域の皆さんに愛され、わたくしたち
に講座開設の知恵を授けてもらい、ますます公民館
が輝くよう盛り上げていただきたいと思います。
� 〔新潟市江南区横越地区公民館　岩橋�光彦�記〕

加茂市公民館（加茂市教育委員会社会教育課）
 館長　波塚　一朗 さん

　加茂市公民館の波塚一朗さんをご紹介します。
　加茂市公民館はJR加茂駅から徒歩５分、自然豊
かな加茂山公園内にあり、施設内には「市民体育館」
も入っている複合施設です。波塚さんはこの４月

から館長として公民館に配属となりました。前の職場の教育委員会
庶務課には20年以上在籍していたため教育委員会のことは隅から
隅までご存知です。
　この春、久しぶりの異動ということで気持ちを新たに公民館へ着
任した矢先、新型コロナウイルスの影響により公民館が臨時休館。
担当している事業についても中止を余儀なくされ、出鼻をくじかれ
たかたちとなりましたが、その間に業務について予習ができるとポ
ジティブにとらえ、公民館の利用が再開した際にはもう何年もいる
かのような存在感を醸し出しています。
　事業のことで相談するといつも適切なアドバイスをくださり職
員はとても頼りにしています。これからもよろしくお願いします。
� 〔加茂市公民館　金子�昌則�記〕

　

先
人
が
守

り
築
き
上
げ

て
き
た
自

然
・
歴
史
・

文
化
を
見
た

り
、
聞
い
た

り
、
話
し

合
っ
た
り
し

な
が
ら
郷
土

の
素
晴
ら
し
さ
、
誇
れ
る
こ
と
な
ど

を
再
発
見
し
、
そ
れ
ら
を
家
族
・
隣

人
・
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
。

　

今
年
で
11
年
目
に
な
り
、「
市
民

大
学
講
座
」
は
「
市
民
講
座
」
に
、

「
実
行
委
員
会
」は「
学
び
舎
委
員
会
」

と
呼
び
名
を
変
え
、
よ
り
一
層
市
民

的
に
な
っ
て
再
ス
タ
ー
ト
。
発
足
以

来
、
30
〜
40
人
規
模
で
班
活
動
を
基

本
に
据
え
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
第
一
に
。
毎
回
講
座
終
了
時
に

班
で
「
振
り
返
り
」
を
し
、
全
体
発

表
。
個
の
学
習
か
ら
皆
の
学
び
に
深

化
。
ま
た
、
各
班
が
一
つ
の
講
座
を

担
当
し
運
営
す
る
こ
と
も
特
徴
。
学

び
に
「
主
体
的
」
に
関
わ
り
、『
市

民
の
、
市
民
に
よ
る
、
市
民
の
た
め

の
学
び
』の
一
つ
の
姿
で
し
ょ
う
か
。

�（
妙
高
市
民
講
座
「
学
び
舎
委
員
会
」

�

座
長　

富
坂
一
長�

記
）

長
い
付
き
合
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
は
西
能
生
地
区
活
性
化
協
議

会
の
活
動
「
春
の
夕
市
」
で
作
っ
た

小
物
を
販
売
し
た
り
、
夏
休
み
の
時

期
に
は
子
ど
も
た
ち
に
雑
巾
縫
い
や

ミ
サ
ン
ガ
作
り
を
教
え
る
な
ど
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
密
着
し
た
活
動
を
行

う
こ
と
も
あ
り
、
更
に
活
動
が
充
実

し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
楽
し
ん

で
や
っ
て
い
る
こ
と
が
周
り
の
皆
さ

ん
に
も
楽
し
ん
で
頂
け
る
こ
と
は
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
メ

ン
バ
ー
全
員
で
ま
め
に
楽
し
く
を

モ
ッ
ト
ー
に
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
で
す
。

�

（
藤
岡
仁
美�

記
）

妙
高
の『
お
宝
』に

 

気
づ
こ
う
か
い

妙
高
市
民
講
座

「
学
び
の
つ
ど
い
」 （
妙
高
市
）

　

平
成
22
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
講
座

は
、
市
民
に
学
び
の
機
会
を
提
供
し

よ
う
と
、
市
生
涯
学
習
課
の
後
押
し

を
受
け
て
社
会
教
育
委
員
が
試
行
的

に
立
ち
上
げ
た
も
の
。
平
成
の
大
合

併
で
三
市
町
村
が
一
つ
に
な
り
ま
し

た
が
、
旧
市
町
村
の
こ
と
は
何
も
知

ら
な
い
こ
と
に
ビ
ッ
ク
リ
。
新
生
妙

高
市
の
お
宝
に
気
づ
き
、
伝
え
て
い

く
地
域
学
習
を
始
め
ま
し
た
。

手
作
り
が
繋
ぐ
仲
間
づ
く
り

手
芸
な
ご
み

 

（
糸
魚
川
市
）

　

手
芸
な
ご
み
は
、
現
在
８
名
の
メ

ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
糸
魚

川
市
の
西
能
生
地
区
公
民
館
で
毎
週

水
曜
日
に
集
ま
り
、
手
芸
の
本
を
一

緒
に
見
な
が
ら
各
々
作
り
た
い
小
物

や
季
節
の
飾
り
を
作
っ
て
い
ま
す
。

作
っ
た
小
物
は
公
民
館
や
秋
の
地
域

の
作
品
展
に
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
は
、
公
民
館
の
体
験
教
室

行
事
「
気
楽
に
や
ろ
ま
い
会
」
の
手

芸
の
回
に
集

ま
っ
た
参
加

者
に
よ
り
発

足
し
、
現
在

に
至
り
ま

す
。
活
動
歴

は
10
年
近
く

に
な
り
、
メ

ン
バ
ー
と
は

素顔拝見

素顔拝見素顔拝見
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８
月
号
の
原
稿
を
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
に
公
民
館
活

動
や
日
常
の
生
活
に
も
制
限
さ
れ
て
い
る
中
で
原
稿
執
筆
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ん
が
基
本
的
な
感

染
防
止
策
を
徹
底
し
て
守
る
こ
と
に
よ
り
、
一
日
も
早
く
普
通
の

生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を
心
の
底
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
に

負
け
ず
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！�

（
広
瀬
）

▶�令和２年度��新潟市新任職員研修会【実践編】開催
　新潟市で公民館職員として必要な基本知識や技術を学ぶ、新任研修会が開催されました。
　・日　　時：令和２年７月15日㈬・16日㈭　※新任職員を２グループに分け２日間で実施
　�今回は２回目の研修で、第１回目の研修は６月18日㈭に実施し、研修内容は「公民館の事業の進め方・作り方」、
「新潟市の保育室」でした。
　・会　　場：新潟市白根地区公民館
　・講　　師：�「5,500人以上がすでに受講し、企画した講座をすべて定員オーバーにさせるカリスマプランナー」
　　　　　　　　NPO�扉　代表　指田　祐美�氏
　・研修内容：�「市民が集まる！チラシの作り方」についての講義と実習
　　　　　　　�講師より企画から広報までの動きで大切なポイントについて具

体的な説明のもと進められました。　実は、誰にでも来てほし
い講座は、誰も来ない！と強調されていました。そのため、講
座ごとに「ターゲットをしぼる」・「心に響くキャッチコピー」
･「目をひくイラスト」等では丁寧な解説のもと、パソコン（ワー
ド）操作をとおして裏技や使い方について実習が行われました。

　

退
職
し
て
30
年
近
く
、

米
寿
を
迎
え
ま
し
た
。
退

職
後
の
健
康
維
持
の
た
め
、

以
前
か
ら
興
味
の
あ
っ
た

ヨ
ガ
を
始
め
ま
し
た
。
し

か
し
長
岡
の
教
室
へ
入
広

瀬
か
ら
毎
週
通
う
の
は
大

変
で
、
良
い
方
法
は
な
い

か
と
考
え
た
末
、
入
広
瀬

公
民
館
長
さ
ん
に
ヨ
ガ
教

室
開
設
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、「
先
生
が
来
て
く

だ
さ
れ
ば
」
と
の
こ
と
で
し
た

の
で
、
長
岡
の
先
生
に
お
願
い

し
た
ら
、
来
て
い
た
だ
け
る
こ

と
に
な
り
、
教
室
が
開
設
さ
れ

現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
70
歳
中
半
を
過
ぎ
た
頃
「
公
民
館
の
俳
句

教
室
の
人
数
が
減
っ
て
存
続
で
き
な
く
な
り
そ
う

な
の
で
、
入
会
し
て
く
れ
な
い
か
」
と
友
人
か
ら

誘
わ
れ
、
俳
句
に
は
全
く
縁
の
な
か
っ
た
私
で
し

た
が
、
入
会
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
以
来
、
何

と
か
先
輩
の
友
人
に
つ
い
て
行

く
の
に
精
一
杯
の
俳
句
人
生
で

す
が
、
俳
句
の
魅
力
に
と
り
つ

か
れ
、
学
び
の
最
中
で
す
。

　

公
民
館
の
お
か
げ
で
頭
と
体
の
健
康
が
維
持
で

き
元
気
で
い
ら
れ
る
こ
と
に
、
感
謝
、
感
謝
で
す
。

〔発行所〕新潟県公民館連合会　〔発行人〕会長��市橋秀紀　〔編集人〕事務局長��広瀬松司　〔Eメール〕ni-koren@juno.ocn.ne.jp
〒950-8602　新潟市中央区女池南３丁目１番２号　新潟県立生涯学習推進センター内　TEL・FAX（025）288-5571
印刷／有限会社東京プリント社�〒951-8141�新潟市中央区関新1-2471�TEL025-233-2211�FAX025-265-4858� 【定価１部160円　〒共・年間960円】

「
学
び
の
最
中
」

佐
藤
　
昭
子
（
魚
沼
市
）

ネ ッ ト ワ ー ク


